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１

新技術の目的

 公共事業等の品質確保

 良質な社会資本の整備や維持管理

 防災対策に寄与

◆新技術の積極的な活用促進

技術開発の促進、優れた技術創出

民間事業者等による

この目的達成の仕組みが「新技術活用システム」

◆新技術の目的◆



２

新技術活用における期待される効果

 コスト縮減を踏まえた
工事の発注

 事業のスピードアップ

 適切な品質確保

 維持管理の効率化

 工事効率化等による工期短縮

 適切な管理による品質確保

 省エネルギー、省資源化

【発注者】 【施工者】

◆新技術活用における期待される効果◆



○プロセスと活用方式との関係

(設計比較検討)

設 計 段 階

九州のフィールドに
適応した未評価技術を募集

※１

発注者指定型

活用促進型[試行]

(テーマを設定し技術募集)

※３

フ ィ ー ル ド 提 供 型

テーマ設定型（技術公募）

求める技術募集テーマ等を明確にし
たうえで、技術提案の募集

施

工

完

了

契 約 手 続 き 契 約 後 施 工 段 階 変 更 契 約

(発注者からの変更指示)

(試行申請技術を施工者が希望)

※２ ※３

(契約後VE、施工承諾） (契約後VE、施工承諾)

発注者指定型

施工者希望型 施工者希望型

試 行 申 請 型

(総合評価方式)

※３

試 行 申 請 型

施 工 者 希 望 型

事前審査とは、活用前に技術の成立性や、直轄工事等における活用の妥当の確認を行い、NETIS(評価情報)へ登録

※３ 事前審査が必要

※２ インセンティブの付与
・工事成績加点対象 ・総合評価点方式の技術提案において加点対象

※１ 活用促進型[試行]

(試行申請技術を発注者が指定)

※２ ※２※２

九州地方整備局独自の取り組みとして、九州のフィールドに適応した未評価の新技術を募集し、その技術の中から効果が高いと想
定される技術を発注者指定型で活用

評価結果をフィードバック

公共工事等に関する、実用化
された技術を申請、登録

ＮＥＴＩＳ
（申請情報）

ＮＥＴＩＳ
（評価情報）

公 共 工 事 等 に お け る 新 技 術 活 用 シ ス テ ム

登 録

実

用

化

技 術 開 発 の
改 良

技 術 の 開 発

新たな新技術
開発者の拡大

開 発 者 活 用

Ｗｅｂ上で情報提供
http://www.netis.mlit.go.jp

新技術データベース『ＮＥＴＩＳ』

直轄工事、業務等において、施
工条件に適した新技術を活用

技術の成立性や活用効果な
どを総合的に評価

技 術 評 価

約870件登録

（H30年5月現在）

約2,900件
登録

評 価 担 当 の 地 方 整 備 局

有 識 者 会 議

【有用な技術とは】

「推奨技術」 「準推奨技術」

「評価促進技術」

「活用促進技術」

※１ ※２

※３

３

◆新技術活用システムの全体フロー◆



４

◆ＮＥＴＩＳの検索と閲覧方法◆ NETIS TOPページ

チェックして 検索す
ると、 有用な技術が
表示されます。

キーワードで
検索できます。

工種や条件で検索できます。

各種新技術の登録件数を表示、
各件数は定期的に増減します。



QS － 17 0001 － A or V or VR or VE

登録地整 登録年度 順番

ＱＳ：九州地整 ＫＴ：関東地整
ＳＫ：四国地整 ＨＲ：北陸地整
ＣＧ：中国地整 ＴＨ：東北地整
ＫＫ：近畿地整 ＣＢ：中部地整
ＨＫ：北海道開発局
ＯＫ：沖縄総合事務局

「試行申請型」、「フィールド提供型」、「テーマ設定型
（技術公募）」（事後評価未実施技術の場合、必要に応じ
て実施）、の場合又は発注事務所からの依頼があった
場合、申請情報等に基づき技術の成立性や直轄工事等
における活用の妥当性を確認する審査のことをいう。

活用後に技術の成立性や活用効果などを総合的
に評価することをいう。

試 行 実 証 評 価

A：Application（アプリケーションの頭文字）＝申請
申請情報のみ掲載されている技術
（評価されていない技術）

V：Value（バリューの頭文字）＝評価
申請情報に対する評価情報が掲載されている技術
（評価され継続調査等の技術）

情 報 種 別

※QSKなど３桁目に「K」がついている
ものは、「港湾NETIS」の登録技術

登録地整

事前審査

事後評価情報種別

活 用 効 果 評 価

継 続 調 査 等 の 対 象 継 続 調 査 等 の 対 象 外

VR：（”Re”の頭文字）
活用効果評価を実施した技術のうち継続調査等の対象となった技術
（評価され継続調査等の技術）

VE：（”End”の頭文字）
活用効果評価を実施した技術のうち継続調査等の対象としない技術
（評価されて継続調査等なしの技術） ５

◆ＮＥＴＩＳの検索と閲覧方法◆ NETIS 登録番号



○○○○工法 QS-●●●●●●

△△△△工法

技術の概要が記載され
ています。

６

2017.05.31 現在

◆ＮＥＴＩＳの検索と閲覧方法◆ 個別の技術概要



７

◆ＮＥＴＩＳの検索と閲覧方法◆ 有用な新技術

事前審査、事後評価につい
て「有」をクリックすると
結果を閲覧できます。

click
有用な技術に指定されて
いる場合は★印が表示さ
れています。

従来技術の確認
ができます。

閲覧したい項目をクリックします。【従来技術と
の比較】には、新技術開発者が一般的な条件での
従来技術を設定し、新技術との比較を行った場合
の効果および根拠などが掲載されています。



活用効果評価一覧が
表示され、「内容確
認」をクリックする
と活用効果評価結果
が閲覧できます。

活用効果評価結果 活用効果評価における「所見」「留意事項」

活用効果調査結果

AA-＊＊＊＊＊＊-VE

○○○○○○工法

○○○○○○工法

AA-＊＊＊＊＊＊-VE

８

◆活用効果評価結果◆



・公共工事等で使用する技術指針等に示される技術
・公共工事等の施工に当たり、一般的に選択し、活用されている技術
・その他システム検討会議が一般化・標準化に位置付けるべき新技術として判断する技術

一般化･標準化技術

指 定 の 区 分 技 術 の 定 義

・公共工事等に関する技術の水準を一層高めるために選定された画期的な新技術

・総合的に活用の効果が優れている技術
・特定の性能又は機能が特に優れている技術
・特定の地域のみで普及しており、全国に普及することが有益と判断される技術
・その他評価会議が選考し指定する技術

推 奨 技 術

準 推 奨 技 術

設計比較対象技術

少 実 績 優 良 技 術

活 用 促 進 技 術

評 価 促 進 技 術

・上記の推奨技術と位置づけるためには更なる発展を期待する部分がある新技術

・他機関等の実績に基づき、公共工事等に関する技術水準等を高めることが見込める技術

・優位性が高く安定性が確認されている技術（従来の実施要領により決定されている技術は当該名称を使用できる）

・優位性は高いが、実績の少ない技術（従来の実施要領により決定されている技術は当該名称を使用できる）

※従来の実施要領により有用な新技術に位置付けられていた新技術について、NETIS 申請者は、「少実績優良技術」「設計比較対象技術」「○○年度活用促進技術
（新技術活用評価会議（○○整備局））」「○○年度 推奨技術」又は「○○年度 準推奨技術」という名称を使用できる。

平成26年4月1日より、従来の「活用促進技術」、
「設計比較対象技術」、「少実績優良技術」を「活用
促進技術」に統合

９

◆ 有 用 な 新 技 術 ◆





１０

ＮＥＴＩＳ掲載期間終了技術になると
どうなるのでしょうか？

H２８年度末・・・７７４件（1998年～2006年登録技術を一斉に削除）

H２９年度末・・・１００件

ＮＥＴＩＳ登録技術が「掲載期間終了技術」となった。

①「掲載期間終了技術」とは

◆ 掲載期間終了技術とは◆



１１

・直轄工事で活用してもインセンティブの対象外
・調査表等の提出不要

ＮＥＴＩＳ掲載期間終了技術になると
どうなるのでしょうか？

➢ＮＥＴＩＳデータベースから削除
➢ＮＥＴＩＳ技術ではなくなる。



◆ ＮＥＴＩＳ掲載期間とは◆

15

◇ＮＥＴＩＳへの掲載期間は、ＮＥＴＩＳに掲載された日の翌年度の４月１日から起算して５年を経過した日までとする。
◇活用効果評価で（：－VE）と判断された技術は、当初にＮＥＴＩＳに登録した日の翌年度の４月１日から起算して１０年を経過した日までとする。
◇活用効果評価で（：－VR）と判断された技術は、ＮＥＴＩＳ（評価情報）に反映した日の翌年度の４月１日から起算して５年を経過した日までと

する。ただし、２回目以降の活用効果評価で（：－VR）と判断された技術においても当初にＮＥＴＩＳに登録した日の翌年度の４月１日から起算
して最大１０年を経過した日までとする。

◆「『公共工事等における新技術活用システム』実施要領」に基づく申請書類の審査を実施し、確認出来た
新技術についてＮＥＴＩＳへ登録

最大１０年まで

５年

ＮＥＴＩＳ
（申請情報）

（評価情報）

ＮＥＴＩＳ

ＮＥＴＩＳ掲載開始

活用効果評価
（１回目）を

実施

（：－ＶＥ）と判断された技術は、
ＮＥＴＩＳに登録した日の翌年度の４
月１日から起算して１０年

継続調査等が不要技術（：－ＶＥ）の例

継続調査等の対象と判断（：－ＶＲ）

継続調査等が不要と判断（：－ＶＥ）

活用効果評価
（２回目）を

実施

活用効果評価（１回目）を実施

継続調査等の対象と
判断（：－ＶＲ）

５年

ＮＥＴＩＳに掲載された日の翌
年度の４月１日から起算して
５年

１０年で
掲載終了

（：－VR）と判断された技術は、ＮＥＴＩＳ
（評価情報）に反映した日の翌年度の
４月１日から起算して５年

５年

ＮＥＴＩＳに掲載された日の
翌年度の４月１日から起
算して５年

継続調査等の対象技術（：－ＶＲ）の例

５年

最大１０年で
掲載終了

再度（：－VR）と判断された技術にお
いても、当初にＮＥＴＩＳに登録した日
の翌年度の４月１日から起算して最大
１０年

１２



◆ 今後の工法比較検討◆

１３

第１２０９条

１２．受注者は、概略設計又は予備設計における比較案の提案、
評価及び検討をする場合には、従来技術に加えて、新技術情報
提供システム(NETIS)等を利用し、有用な新技術・新工法を積極

的に活用するための検討を行うものとする。なお、従来技術の検
討においては、NETIS掲載期限終了技術についても、技術の優位
性や活用状況を考慮して検討の対象に含めることとする。

また、受注者は、詳細設計における工法等の選定においては、
従来技術(NETIS掲載期限終了技術を含む）に加えて、新技術情
報提供システム(NETIS)等を利用し、有用な新技術・新工法を積

極的に活用するための検討を行い、調査職員と協議のうえ、採用
する工法等を決定した後に設計を行うものとする。

第１２０９条

１２．受注者は、概略設計又は予備設計における比較案の提案、
もしくは概略設計における比較案を予備設計において評価、検討
する場合には、新技術情報提供システム(NETIS)等を利用し、有

用な新技術・新工法を積極的に活用するための検討を行うものと
する。

また、受注者は、詳細設計における工法等の選定においては、
新技術情報提供システム(NETIS)等を利用し、有用な新技術・新

工法を積極的に活用するための検討を行い、調査職員と協議のう
え、採用する工法等を決定した後に設計を行うものとする。

●改正前●改正後

掲載期間終了技術も比較検討対象とするよう設計業務等
共通仕様書 を改正

■設計業務での新技術新工法比較はどうなるのか？
■掲載期間終了技術を活用したらダメなのか？

②今後の工法比較検討にあたって



１４

＜掲載先＞
■ ＮＥＴＩＳ新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）

（インターネット版）

「ＮＥＴＩＳ掲載期間終了技術リスト」

をＮＥＴＩＳに掲載

共仕に記載の「優位性、活用状況を考慮」とは
どのようにすればよいのか？



１５

◆ＮＥＴＩＳ掲載を終了した技術について◆

 ＮＥＴＩＳ掲載期限を迎えた技術は、ＮＥＴＩＳホームページに「掲載終了予定技術」及び
「掲載期間終了技術」の リストが掲載されます。新技術活用前に必ず確認してください。



“優位性”と“活用状況”を
考慮して比較検討する

ＮＥＴＩＳ掲載期間終了技術リスト

ＮＥＴＩＳシステム ⇒ 掲載期間終了技術リストを掲載

◆ 掲載期間終了技術の優位性、活用状況の確認方法◆

１６



◆ 掲載期間修了技術の活用効果調査表について◆

１７

・掲載終了以前に提案した技術は注意が必要

・九州技術事務所ＨＰ ポータルサイトのＱ＆Ａを参照

「活用計画書・報告書」、「活用効果調査表」は、
提出するのか？

提出書類 情報種別 VE A・V・VR 掲載期間
終了技術

計画書・実施報告書 要 要 不要

活用効果調査表 不要 要 不要



（１） 総合評価方式における評価点（加算点）について

（２） 工事成績評定における採点（加点）について

・掲載期間終了技術は、評価点（加算点）の対象としない。

・技術提案書の提出時点で、NETISのHPに掲載されている
新技術は加点対象とする。

・掲載期間終了技術は、工事成績評定（加点）の対象としない。

・技術提案書または新技術活用計画書の提出時点で、NETISの
HPに掲載されている新技術は加点対象とする。

◆ 掲載期間終了技術のインセンティブ◆

１８



NETIS掲載期間を迎えた終了技術の取り扱い

活用計画書
実施報告書

活用効果調査表※１

工事成績
評定

Case　１
【発注者指定型】
◆特記仕様書でNEITS技術とし
て指定する

要 加点無し

Case　２
【発注者指定型】
◆特記仕様書で掲載期限終了
技術を工法指定する

不要 加点無し

Case　３
【施工者希望型】
◆掲載期間中にNETIS技術を総
合評価にて技術提案

要 加点対象

Case　４
【施工者希望型】
◆掲載期間中にNETIS技術を契
約後提案

要 加点対象

Case　５
【施工者希望型】

◆掲載期間終了後に技術提案

不要 加点無し

※１　「要」となっている場合でも、－VE技術については、活用効果調査表の提出は不要
※２　Case１、３、４において、活用計画書の提出がNETIS削除日を超えた場合においても新技術としての取り扱いとなる

NETIS削除日

公告・契約
＜NETIS技術指定＞

活用計画書 活 用

公告・契約
＜工法指定＞

公告・契約
＜総合評価にて

技術提案＞

活用計画書 活 用

契約 活用計画書 活 用

施工者希望型
（施工計画書で

提案）

契約
施工者希望型
（施工計画書で

提案）

NETIS技術ではない

ので調査は不要

NETIS技術ではない

ので調査は不要

※掲載期間終了後はNETIS技術でなくなるので工法指定

※掲載期間終了後はNETIS技術の活用とならない

※２

※２

※２

■九州技術事務所ＨＰ ポータルサイト 「Ｑ＆Ａ」

１９





◆全国における新技術活用状況の推移◆

 平成２８年度の新技術活用率は４４．３％で過去３番目の高水準で、４年連続で４０％超え

新技術活用率＝新技術活用工事件数／総工事件数 ※平成29年度は公表されていない
２０

未
公
表



◆九州地方整備局における新技術活用状況の推移◆

 平成２９年度の新技術活用率は５４．８％で過去最高の水準となり、７年連続で４０％超え

新技術活用率＝新技術活用工事件数／総工事件数 ２１



◆新技術の活用状況（活用の型）◆

開発者の申請により試行現場を照会し、活用を行う場合
技術の成立性等を事前に審査し、申請者（技術開発者）からの申請により試行現場を照会し、試行調査及び活用効果調査を行うタイプ

発注者がこの新技術を使うように！ という場合
現場ニーズ等により必要となる新技術を対象に，発注者の指定により活用し，活用効果調査を行うタイプ

施工者（受注者）から契約前・契約後にこの技術を使いたいと提案があった場合
施工者（受注者）からの提案に基づき，新技術を活用し，活用効果調査を行うタイプ

発注者がニーズにあった新技術を募集し、その技術の中から効果が高いと想定される技術を使ってみようという場合
民間から新技術を募集し，選考した技術を活用し，試行調査および活用効果調査を行うタイプ

フ ィ － ル ド 提 供 型

施 工 者 希 望 型

試 行 申 請 型

発 注 者 指 定 型

直轄工事等における現場ニーズ・行政ニーズ等により、求める技術募集テーマ等に基づき、民間事業者等から技術提案の募
集を行い活用する場合

民間から新技術を募集し，応募されたＮＥＴＩＳ登録技術を対象に活用を行い，試行調査および活用効果調査を行うタイプ

テーマ設定型（技術公募）

２２



◆九州地方整備局における新技術活用状況◆

※九州の技術：九州に登録され九州に本社を置く
業者により開発された新技術

420 502

284

1,752 

2,731 
2,588 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

発注者指定型

施工者希望型

「活用の型」別の活用状況 施工者による提案が増加

活用促進のための取り組み
①総合評価方式における

技術提案への加点
②新技術を活用した場合に

工事成績評定で加点

発注者指定型

284技術

10%

施工者希望型

2,588技術

90%

九州の技術

46技術

2%
九州の技術

194技術

7%平成29年度

活用技術数

2,872技術

２３



◆九州地方整備局における新技術活用状況（Ｈ２９年度 活用件数の多い工種）◆

２４

・九州地方整備局における平成29年度の新技術活用件数の工種別内訳は下記のとおりである。

・平成29年度において、活用述べ新技術数2,872件のうち、もっとも多くの新技術が使われた工種は、「コンクリート工」である。

・次いで、「仮設工」、「土工」、「共通工」、「道路維持修繕工」の順に、多く活用されている。

活用延べ新技術数の工種別内訳

活用延べ新技術数の工種別内訳

活用延べ新技術
2,872技術

順位 工種ランキング
活用件数

(延べ技術数)
1 コンクリート工 596

2 仮設工 555

3 土工 359

4 共通工 246

5 道路維持修繕工 228

6 舗装工 164

7 調査試験 88

8 電気通信設備 76

9 CALS関連技術 70

10 付属施設 66

その他 424

合計 2872

コンクリート工

21%

仮設工

19%

土工

12%

共通工

9%

道路維持修繕

工

8%

舗装工

6%

調査試験

3%

電気通信設備

3%

CALS関連技術

2%

付属施設

2%

その他

15%



発注者指定型における活用件数の多い新技術（平成29年度）

発注者指定型で活用される新技術は、工法等工事の基幹となる技術が多い

※NETIS登録番号の末尾が「－AG」及び「－VG」の技術はNETIS掲載期間終了技術

◆平成29年度 九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術（発注者指定型）◆

順位 NETIS登録番号 技術名 副題 工種 有用な技術
（平成30年6月末現在）

1 QS-120024-VE
改良芝品種「エルトロ」・「ビク
トール」を用いたロール芝工法

維持管理コストを抑えた上での良質な
ターフの形成

共通工

2 QS-110002-VE アジャストーン
砕石場の副産物を規格化するとともに、コン
クリート塊の再利用を促進した材料である

共通工

3 KK-070008-VG
抵抗板付鋼製杭基礎(ポー
ルアンカー100型)

道路標識柱及び道路照明柱用基礎 基礎工
準推奨技術
活用促進技術

4 QS-030004-VG リベ-スジョイント工法
路床・路盤工にFe石灰系処理材を用い
た長寿命化舗装

舗装工

4 KT-070009-VG ALiCC工法 低改良率セメントコラム工法 共通工

4 CB-080011-VR エポガードシステム 錆転換型防食塗装
道路維持
修繕工

活用促進技術

4 QS-090004-VE
WILL工法(スラリー揺動攪
拌工)

中層混合処理工法 共通工 活用促進技術

4 QS-130016-VE
固まる簡易舗装材 カタマ
SP

鉄鋼スラグを用いた散水・転圧で固ま
る簡易舗装材

舗装工 活用促進技術

２５



施工者希望型における活用件数の多い新技術（平成29年度）

２６

※NETIS登録番号の末尾が「－AG」及び「－VG」の技術はNETIS掲載期間終了技術

平成29年度に施工者希望型として活用された新技術のうち、活用件数上位の新技術は

以下のとおりです。

◆平成29年度 九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術（施工者希望型）◆

順位 NETIS登録番号 技術名 副題 工種 有用な技術
（平成30年6月末現在）

1 CB-100037-VE
軽トラック積載対応型屋
外可搬式トイレユニット

車載トイレ 仮設工

2 KT-070054-VG ジョインテックスCT-40 洗い出し不要の打ち継ぎ処理剤
コンクリート

工
活用促進技術

3 KT-150006-VE
脂肪族系鉄筋防錆剤
「サビラーズ」「ハイサビ
ラーズ」

コンクリートとの付着を阻害しない鉄
筋の防錆剤

コンクリート
工

活用促進技術

4 CB-080028-VE
とまるくん (普通車用)・
(大型車用)

道路工事現場での車両誤進入による
もらい事故防止

道路維持
修繕工

5 KT-140091-VE
インテリジェントマシンコ
ントロール油圧ショベル

機体制御とICTの技術を活用したセミ
オート制御機能搭載油圧ショベル

土工 活用促進技術



◆九州地方整備局における新技術活用状況◆

２７

「 発 注 者 指 定 型 」 の メ リ ッ ト

・品質向上 ・コスト縮減
・工期短縮 ・周辺環境対策

現場に適した技術の選定により

工事の品質向上に寄与

発注者指定型 施工者希望型

平成29年度における
新技術活用によるコスト縮減

全体：約26億円
（内）発注者指定型：

約15億円 （約６０％）
（内）施工者希望型：

約11億円 （約４０％）

発注者指定型＝コスト縮減効果高い

発注者指定型の更なる活用が必要

経 済 性 効 果 （ コ ス ト 縮 減 額 平 成 2 9 年 度 ）



２８

施工者希望型で「新技術」を活用した場合、工事成績評定で加点されます。

主任技術評価官が創意工夫（施工）において、１～３点の加点

加点措置

事後評価未実施技術の活用

事後評価実施済技術の活用

活用の効果が相当程度

活用の効果が一定程度

活用の効果が従来技術と同程度

活用の効果が相当程度

活用の効果が一定程度

活用の効果が従来技術と同程度

視点① 視点②

3

2

1

2+1＊

1+1＊

0+1＊

事後評価未実施と実施済で評
価を分ける。

活用したことによる効果を評価する。

＊「有用とされる技術」を
用いた場合は ＋１点

配点

※「相当程度」とは、大幅な工期
短縮や飛躍的な施工の効率化
が図られた技術など、工事推進
に対して大きな効果をもたらした
ものとする。

※「一定程度」とは、従来技術と
比較して効果が認められる技術
であっても、活用した工事全体と
しては影響が小さいもの、例え
ば使用する材料のみの技術等
は一定程度とする。

◆新技術活用（NETIS）による工事成績の加点◆



◆九州技術事務所 新技術ポータルサイトの紹介◆

http://www.qsr.mlit.go.jp/kyugi/九州技術事務所HP
九州技術事務所ＨＰ
トップ画面

２９



◆新技術情報/NETIS（新技術ポータルサイト）の主な内容◆

基本事項

◆NETIS新技術情報提供
システム（外部リンク）

◆新技術活用システム概要（動画）

◆NETISの検索方法

◆「公共工事等における新技術活用
システム」実施要領（外部リンク）

登 録

◆NETISへの登録申請（申請様式等）

◆九州技術事務所において登録した
技術のデータ集（年度別）

活 用

◆新技術活用計画書・実施報告書及び活用効果調
査表（新様式）

・新技術活用計画書・実施報告書及び活用効果調査表の
記載例

・新技術活用計画書・実施報告書及び活用効果調査表の
留意点・・・・・等

◆工事区分別技術検索

◆工法比較検討の事例（案）
・地盤改良（固結工法）による軟弱地盤処理工・・・・・等

◆九州地整で試行可能な試行申請技術一覧

◆データ集
・九州地方整備局管内の新技術活用状況の推移

・九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術
・・・・・等

評 価

◆有用な新技術一覧（平成**年*月末
現在）

◆九州地方整備局において評価を実
施した新技術のデータ集（年度別）

お役立ち情報室

・・・・等

３０



・工事特記仕様書（抜粋）
・土木工事共通仕様書（1-1-1-12-6 抜粋）

→ NETIS技術を活用した場合の活用効果調査表提出を規定

活用効果調査表を提出すると

活 用 技 術 評 価

調査表提出

活用効果調査表を提出しないと

開発者・施工者・発注者

ＮＥＴＩＳ掲載５年で終了

３１

活用効果調査表の提出義務付け

●調査表の意義

【開発者】
・NETIS掲載期間の延長
・技術のスパイラルアップ

【施工者】
・工事成績評定で加点

【発注者】
・活用時の情報

注意！
発注者・施工業者への苦情

◆活用効果調査表について◆



活用効果調査表の提出を見逃している可能性がある技術

手摺先行型枠組足場関連技術

仮設工 新技術例

身近な技術でも
新技術の可能性

があります！

３２

セフトパラペッター CB-100024

セーフワークシステム CB-150006

手すり据置方式先行手すり枠「ホリーアップ零」 HK-110027

次世代足場 Iqシステム HK-140003

布板ずれ防止治具「エスプレート」 KT-160008

エア・フォールド KK-080036

ミレニューム KK-100081

先行手摺工法クサビ足場(商標名:アルバトロス、
トリプルエース)

KK-150002

ファステック KT-130098

キャッチャーシステム KT-140017

ウルトラセフティーR KT-140055

NDシステム KT-160006



活用効果調査表の提出を見逃している可能性がある技術

工事看板類

仮設工

身近な技術でも
新技術の可能性

があります！

新技術例

３３

間伐材工事立て看板枠 CG-090017

スクリーンサイン CG-110025

工事看板用アルミ製Rストロング枠 CG-130013

ウインパスSL看板 HK-100038

透明板使用工事看板 HK-100042

間伐材使用看板木枠 HK-100043

エアーメッシュサイン看板 KK-160007

マイクロプリズム型高輝度反射シート KT-100087

工事看板用プリズム型再帰反射シート KT-150092

防雪看板「風太郎」 KT-160001



iNDr搭載極低騒音型バックホウ CG-100015

後方監視カメラ搭載油圧ショベル CG-110011

ハイブリッド機構搭載油圧ショベル CG-110016

省エネ油圧システムTRIAS搭載油圧ショベル CG-130004

AIS機能付バックホウ KK-100065

オートアイドル機能付ミニバックホウ KK-120076

燃費低減型エンジン・油圧システム搭載油圧ショ
ベル

KT-120012

燃費低減型エンジン・ポンプマッチング制御搭載
油圧ショベル

KT-120070

待機燃費低減システム搭載油圧ショベル
「REGZAMシリーズ」

KT-130022

低燃費油圧システム「スプールストロークコント
ロール」搭載油圧ショベル

KT-130076

燃費低減型クーリングシステム搭載油圧ショベ
ル

KT-150003

HIOSⅢ搭載油圧ショベル SK-110002

ハイブリッド機能付バックホウ TH-120029

活用効果調査表の提出を見逃している可能性がある技術

油圧ショベル類

土工 新技術例

身近な技術でも
新技術の可能性

があります！

レンタル機でも新技術の
活用になります！！

３４



３５

◆九州技術事務所 facebook の紹介◆

新技術情報提供システム（NETIS）に登録された新技術の現場での活用を一層強力に推進
するために、発注者、設計者、施工者、開発者に向けて情報を日々発信します。

開発者には、登録された有用な技術を開発に至った思い等をアピールして頂くためにコメン
ト欄への書き込みを可能としてます。

九州技術事務所 facebookによる新技術情報配信開始

新技術の紹介

NETIS概要に
リンク

九州技術事務所
facebook QRコード


